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一
　
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
視
点

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
取
り
巻
く
海
陸
の
大
交
流
と
い
う
大
き
な
主
張
が

先
行
し
、
各
地
域
に
つ
い
て
の
最
新
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
た
そ
の

具
体
像
の
復
元
が
遅
れ
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
の
海
域
ア
ジ
ア

史
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
こ
と
は
き

わ
め
て
有
意
義
で
あ
る
。
以
下
、
個
別
の
報
告
の
深
さ
を
論
評
す
る

能
力
を
も
た
な
い
筆
者
は
、
全
体
の
議
論
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
主

に
東
南
ア
ジ
ア
史
（
狭
義
の
海
域
だ
け
で
な
く
そ
れ
と
常
に
密
接
な

関
係
を
も
つ
平
野
、
山
と
森
の
世
界
な
ど
も
念
頭
に
置
く
）
の
立
場

か
ら
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
な
お
筆
者
の
専
門
は
①
中
世
～

近
世
ベ
ト
ナ
ム
史
を
中
心
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
史
・
東
南
ア
ジ
ア
地

域
研
究
、
②
東
北
～
東
南
ア
ジ
ア
海
域
史
、
③
歴
史
学
の
評
論
・
解

説
と
世
界
史
教
育
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
へ
の
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が

も
ち
う
る
視
点
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
第
一
に

は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
、
東
南
ア
ジ

ア
地
域
研
究
な
い
し
地
域
と
し
て
の
東
南
ア
ジ
ア
史
の
視
点
が
あ
げ

ら
れ
る
。
二
〇
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
発
達
し
た
東
南
ア

ジ
ア
地
域
研
究
（Area Studies

）
は
、
文
化
人
類
学
の
影
響
（
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
遊
牧
民
の
研
究
で
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
て
き
た
「
民

族
学
」
よ
り
新
し
い
）
も
受
け
な
が
ら
、
世
界
で
そ
こ
に
し
か
な
い

社
会
や
文
化
を
、
世
界
中
の
読
者
に
わ
か
る
や
り
方
で
解
明
・
描
写

す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。
そ
れ
は
同
様
に
一
国
史
（
国
民
国
家
の

　
コ
メ
ン
ト

　
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
海
域
ア
ジ
ア
交
流
と

　
一
三
―
一
四
世
紀
の
分
水
嶺

桃
　
木
　
至
　
朗
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歴
史
）
を
越
え
る
こ
と
を
志
向
し
な
が
ら
も
、
世
界
史
に
お
け
る
中

心
性
を
こ
と
さ
ら
に
主
張
し
な
い
点
で
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
（
遊

牧
民
か
ら
見
た
）
や
中
国
史
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史
な
ど
と
は
対
照

的
な
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
（
１
）
。

　
次
に
、
東
南
ア
ジ
ア
は
陸
域
と
海
域
に
分
か
れ
る
が
、
そ
れ
が

二
〇
世
紀
末
に
世
界
史
の
中
で
市
民
権
を
確
保
し
た
際
に
は
、
ア
ン

コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
や
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
な
ど
で
知
ら
れ
た
陸
域
国
家
の

歴
史
（
や
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
国
家
を
持
た
な
い
山
地
民
の
社

会
）
で
は
な
く
、
海
上
貿
易
と
海
域
世
界
や
港
市
国
家
の
歴
史
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
こ
か
ら
遊
牧
帝
国
に
対
す
る
海
域
ア
ジ

ア
の
視
点
、
オ
ア
シ
ス
国
家
と
港
市
国
家
を
対
比
す
る
視
点
な
ど
が

導
か
れ
る
だ
ろ
う
（
２
）

。
ま
た
研
究
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
が
大
き
な
中
心

だ
っ
た
か
つ
て
の
東
南
ア
ジ
ア
史
は
、
当
時
の
中
央
ア
ジ
ア
史
と
同

様
に
「
東
西
交
渉
史
」
の
対
象
と
さ
れ
る
一
方
で
、ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
や
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
な
ど
目
立
つ
遺
跡
の
存
在
も
あ
っ
て
セ
デ

ス
（G

eorge Cœ
dès

）
の
「
イ
ン
ド
化
さ
れ
た
諸
国
の
歴
史
」
の

よ
う
に
、
文
明
史
を
重
ん
じ
た
。
二
〇
世
紀
末
に
は
英
語
圏
を
中
心

に
海
域
史
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
史
は
否
応
な
く

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
３
）

と
向
か
い
合
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

（
そ
れ
は
地
域
研
究
の
没
落
に
も
つ
な
が
っ
た
が
）。
東
西
交
渉
史
・

文
明
史
や
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど
広
域
の
歴
史
と
の
、「
東

南
ア
ジ
ア
式
」
の
向
き
合
い
方
と
い
う
の
も
、
コ
メ
ン
ト
の
視
点
に

な
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
後
に
、
歴
史
理
論
と
歴
史
教
育
の
視
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
マ

イ
ナ
ー
地
域
」
と
し
て
軽
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
史
を
含

む
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
の
学
界
は
、
既
存
の
歴
史
学
と
違
っ
た
理

論
的
発
信
（
た
と
え
ば
生
態
論
と
国
家
論
）
や
、
専
門
外
の
読
者
や

学
生
が
使
え
る
教
科
書
・
入
門
書
・
辞
典
類
の
編
集
な
ど
に
注
力
し

て
き
た
。
筆
者
が
代
表
を
つ
と
め
る
大
阪
大
学
歴
史
教
育
研
究
会
な

ど
で
議
論
を
重
ね
て
き
た
こ
と
だ
が
、
そ
う
し
た
理
論
と
教
育
の
面

で
も
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
・
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
に
対
す
る
発
言
は
可

能
と
思
わ
れ
る
（
４
）
。
な
お
以
上
の
い
ず
れ
の
視
点
も
、
日
本
の
学
界
に

お
い
て
は
、
西
洋
諸
語
や
各
地
域
言
語
を
用
い
る
だ
け
で
な
く
「
漢

文
東
洋
史
」
の
巨
大
な
成
果
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な

意
義
を
主
張
し
う
る
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
ら
の
視
点
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
の
導
入
と
し
て
、
大
阪
大
学
で

編
纂
し
た
教
養
課
程
用
の
世
界
史
教
科
書『
市
民
の
た
め
の
世
界
史
』

（
大
阪
大
学
歴
史
教
育
研
究
会
編2014

）
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
扱
う

章
に
掲
載
さ
れ
た
二
つ
の
問
い
を
紹
介
し
よ
う
。
歴
史
教
育
だ
け
で

な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
も
関
係
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
る

だ
ろ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
現
代
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
共
通
点
に
つ
い

て
、
政
治
権
力
（
リ
ー
ダ
ー
の
選
ば
れ
方
や
権
力
の
構
造
）
と
社
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会
・
文
化
の
し
く
み
、
軍
事
と
経
済
の
あ
り
方
や
両
者
の
関
係
な

ど
を
中
心
に
整
理
せ
よ
（
九
〇
頁
）。

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
出
兵
を
撃
退
し
た
日
本
や
大
越
・
ジ
ャ
ワ
、
服

属
前
に
猛
烈
に
抵
抗
し
た
高
麗
な
ど
の
国
家
に
は
、
国
家
の
基
盤

や
構
造
、
国
の
位
置
と
規
模
、
自
意
識
な
ど
の
諸
側
面
で
ど
ん
な

共
通
点
が
あ
っ
た
か
考
え
て
み
よ
う
（
八
二
頁
）。

二
　
一
三
―
一
四
世
紀
の
分
水
嶺

　
で
は
こ
こ
で
、本
シ
ン
ポ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
分
水
嶺
論
に
つ
い
て
、

東
南
ア
ジ
ア
地
域
史
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
も
と
も
と
東
南

ア
ジ
ア
史
に
は
、
一
三
世
紀
な
い
し
一
四
世
紀
を
前
近
代
史
の
大
き

な
分
水
嶺
と
見
る
考
え
方
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
、
新
し
い
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
・
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
理
解
と
関
連
づ
け
て
と
ら
え
直
す
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
今
後
の
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
古
い
も
の
で
は
、
セ
デ
ス
の
文
明
史
に
お
け
る
「
一
三
世
紀
の
危

機
」
論
［Cœ

dès 1964

］
が
思
い
出
さ
れ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

モ
ン
ゴ
ル
の
南
侵
や
そ
れ
が
引
き
起
こ
し
た
タ
イ
族
の
勢
力
拡
大
、

イ
ン
ド
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
の
出
現
に
よ
り
、
古
典
的
な
イ
ン
ド

文
明
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
＋
大
乗
仏
教
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
ど
で
代

表
さ
れ
る
）
が
生
命
力
を
失
い
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
イ
ン
ド

化
さ
れ
た
国
々
」
の
時
代
の
「
終
わ
り
の
始
ま
り
」
に
つ
な
が
っ
た

と
い
う
セ
デ
ス
の
議
論
は
、
彼
の
研
究
の
中
心
を
な
し
た
ア
ン
コ
ー

ル
帝
国
の
衰
退
を
、
東
南
ア
ジ
ア
全
体
に
無
理
に
押
し
広
げ
た
点
に

批
判
の
余
地
が
あ
る
が
、
よ
り
新
し
い
「
一
四
世
紀
の
危
機
」
論
と

統
一
的
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
セ
デ
ス
の
議
論
が
「
輝
か
し
い
古
代
の
終
わ
り
」
を
語
っ
た
の
に

対
し
、
英
語
圏
で
展
開
さ
れ
た
一
四
世
紀
を
危
機
な
い
し
分
水
嶺
と

見
な
す
考
え
は
、「
中
世
」
と
い
う
時
代
区
分
は
特
に
し
な
か
っ
た

が
（
５
）

、「
近
世
へ
の
発
展
」
を
見
出
そ
う
と
す
る
志
向
を
も
っ
て
い
た
。

一
四
世
紀
分
水
嶺
論
が
最
初
に
明
示
さ
れ
た
の
は
、
ウ
オ
ル
タ
ー

ス
［W

olters 1999

］
の
マ
ン
ダ
ラ
国
家
論
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム

政
治
史
の
扱
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
（
大
越
）

が
王
者
の
カ
リ
ス
マ
に
依
存
す
る
東
南
ア
ジ
ア
的
国
家
か
ら
よ
り
緊

密
に
組
織
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
的
国
家
に
変
化
し
た
と
い
う
見
方
が
、

一
九
八
〇
～
九
〇
年
代
の
学
界
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
ウ

オ
ル
タ
ー
ス
は
、
東
南
ア
ジ
ア
全
体
の
議
論
と
し
て
は
マ
ン
ダ
ラ
的

な
関
係
性
は
現
代
ま
で
不
変
で
あ
る
と
し
た
が
、
他
の
学
者
た
ち
の

間
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
全
体
で
も
九
～
一
四
世
紀
に
マ
ン
ダ
ラ
か
ら

よ
り
強
固
な
帝
国
へ
の
移
行
が
一
般
化
し
た
と
い
う
像
も
提
起
さ
れ

た
［M

arr and M
ilner (eds.) 1986

］。
た
だ
し
二
〇
〇
〇
年
代

に
な
る
と
、
永
楽
帝
（
在
位
一
四
〇
二
―
二
四
）
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム

占
領
・
支
配
を
含
む
、
明
初
の
硬
い
国
家
体
制
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト
の
方
を
重
視
す
る
見
解
も
現
れ
た
［W

ade and Sun 
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］
（
６
） 

。

　
九
～
一
四
世
紀
の
東
南
ア
ジ
ア
を
ひ
と
つ
の
時
代
と
み
な
す
考
え

は
、
そ
れ
が
後
世
（
近
世
以
降
）
の
国
家
・
社
会
に
お
い
て
、
い
わ

ば
「
国
の
か
た
ち
」
が
定
ま
っ
た
時
代
と
見
な
さ
れ
た
と
い
う
論
点

に
も
つ
な
が
っ
た
。
ア
ウ
ン
・
ト
ゥ
イ
ン
は
こ
の
時
代
を
「
古
典
時

代classical era
」
と
呼
び
［Aung-Thw

in 1995

］、
リ
ー
バ
ー

マ
ン
（
注
3
参
照
）
は
そ
の
前
後
に
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
（
や
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
日
本
な
ど
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
周
縁
部
）
に
成
立
し
た

諸
国
家
を
、
大
憲
章
を
発
布
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
な
ど
に
な
ぞ
ら

え
て
「
憲
章
国
家charter state
」
と
名
付
け
た
［Lieberm

an 
2003, 2009

］。
そ
の
う
え
で
リ
ー
バ
ー
マ
ン
は
、
小
氷
期
の
開
始

や
伝
染
病
な
ど
の
要
素
も
含
め
て
「
一
四
世
紀
の
危
機
」
論
を
全
面

的
に
取
り
上
げ
、
そ
の
前
後
に
各
地
の
憲
章
国
家
が
す
べ
て
い
っ
た

ん
解
体
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
（
７
）

。

　
以
上
の
見
方
は
文
化
や
政
治
に
重
点
を
置
く
も
の
で
、
し
か
も

セ
デ
ス
を
除
け
ば
変
動
の
要
因
と
し
て
単
純
な
外
因
論
を
と
ら
ず
、

モ
ン
ゴ
ル
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
分
水
嶺
の
決
定
的
要
因
と
は
見
な
い
（
８
）

（
大
越
や
ジ
ャ
ワ
で
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
攻
を
撃
退
し
た
こ
と
が
国
家
意

識
や
国
家
構
造
に
与
え
た
影
響
は
重
視
さ
れ
る
に
せ
よ
）。
そ
れ
に

対
し
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
が
強
調
し
て
き
た
貿
易
や
人
の
移
動
そ

の
も
の
に
関
連
し
た
発
展
の
議
論
は
、「
交
易
の
時
代
（
一
四
五
〇

―
一
六
八
〇
）
論
」（
そ
こ
で
は
「
近
世
な
い
し
初
期
近
代early 

m
odern

」
と
い
う
時
代
区
分
の
提
起
も
重
視
さ
れ
た
）［Reid 

1988, 1993

］
を
唱
え
た
リ
ー
ド
ら
の
枠
組
み
と
は
親
和
的
で
あ

る
。
実
際
、「
華
人
」
そ
の
他
の
人
々
の
中
国
大
陸
か
ら
東
南
ア
ジ

ア
へ
の
移
動
の
歴
史
に
お
い
て
は
南
宋
～
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
画
期
性

が
注
目
さ
れ
た
が
［Reid 1996

］、
そ
こ
か
ら
宋
代
東
南
ア
ジ
ア

を
「
初
期
交
易
の
時
代
」
と
見
な
し
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
交
易
拡
大

を
低
く
評
価
す
る
ウ
ェ
イ
ド
［W

ade 2009

］
の
よ
う
な
見
解
も

出
現
し
て
お
り
、
単
純
に
モ
ン
ゴ
ル
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
強
調
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

三
　
個
別
の
論
点

　
次
に
、
筆
者
が
関
心
を
も
つ
い
く
つ
か
の
個
別
テ
ー
マ
に
も
ふ
れ

た
い
。
第
一
は
モ
ン
ケ
・
ク
ビ
ラ
イ
時
代
を
中
心
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル

の
海
陸
の
経
略
と
そ
の
ル
ー
ト
、
現
地
の
諸
政
権
と
の
関
係
や
そ
れ

に
つ
い
て
の
元
の
記
録
な
ど
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
最
大
の
戦
争
と

な
っ
た
大
越
と
の
戦
い
お
よ
び
関
連
す
る
占
城
（
チ
ャ
ン
パ
ー
）
出

兵
に
関
す
る
山
本
達
郎
の
著
名
な
研
究
［
山
本
一
九
五
〇
、
山
本
編

一
九
七
五
］
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
る
古
典
的
な
領
域
で
あ
り
（
９
）
、
現
在

で
も
中
国
史
料
に
も
と
づ
く
言
及
は
散
発
的
に
現
れ
る
が
、
大
越
・

チ
ャ
ン
パ
ー
以
外
の
ジ
ャ
ワ
、
ビ
ル
マ
な
ど
に
つ
い
て
の
、
現
地
側

の
史
料
や
現
地
の
政
治
・
社
会
動
向
に
配
慮
し
た
研
究
は
あ
ま
り
な
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い
ま
ま
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
・
元
朝
の
進
出
・
計
略
に
つ
い
て
は
、
成
宗
以
後
の
元

史
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
（
南
海
）
関
係
記
事
の
減
少
に
つ
い
て
も

考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
通
常
、
軍
事
征
服
の
放
棄
と
平
和

な
通
交
・
貿
易
の
復
活
と
理
解
さ
れ
、
実
際
に
成
宗
期
の
『
大
徳
南

海
志（
（1
（

』
や
元
末
の
『
島
夷
志
略
』
な
ど
の
史
料
か
ら
、
活
発
な
貿
易

の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
唐
宋
代
の
室
利
仏
逝
（
シ
ュ

リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
）・
三
仏
斉
（
ザ
ー
バ
ジ
ュ
＝
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
カ
）、

明
代
の
満
剌
加
（
ム
ラ
カ
＝
マ
ラ
ッ
カ
）
の
よ
う
な
マ
ラ
ッ
カ
海
峡

域
を
支
配
し
て
物
資
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
、
中
国
と
の
朝
貢
貿
易

の
主
体
と
な
る
よ
う
な
勢
力
が
、
元
代
史
料
に
は
は
っ
き
り
現
れ
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
航
海
技
術
の
変
化
に
よ
り
南
シ
ナ
海
・
ジ
ャ

ワ
海
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
航
海
す
る
際
の
長
期
の
風
待
ち
（
明
の
鄭
和

艦
隊
も
お
こ
な
っ
て
い
る
）
が
ク
ビ
ラ
イ
時
代
の
南
イ
ン
ド
（
馬
八

児
な
ど
）
へ
の
航
海
で
は
不
要
に
だ
っ
た
可
能
性
、
つ
ま
り
マ
ラ
ッ

カ
海
峡
の
意
味
が
大
幅
低
下
し
た
可
能
性
を
論
じ
た
深
見
純
生
の
問

題
提
起
［
深
見
二
〇
〇
四
］
が
、
な
お
検
討
を
待
っ
て
い
る
状
態
で

あ
る
。

　
ま
た
ジ
ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
七
世
（
在
位
一
一
八
一
―
一
二
一
七
）

以
後
に
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
ア
ン
コ
ー
ル
帝
国
）
の

衰
退
没
落
と
タ
イ
族
の
勃
興
過
程
の
と
ら
え
直
し
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
バ
ン
テ
ア
イ
・
ク
デ
イ
遺
跡
に
お
け
る
二
〇
〇
一
年
の
発
掘
で
判

明
し
た
一
三
世
紀
末
の
大
規
模
な
廃
仏
の
よ
う
な
宗
教
＝
政
治
変

動
［
石
澤
二
〇
〇
一
：
六
〇
―
六
一
ほ
か
］
の
背
景
、
チ
ェ
ン
マ

イ
（
八
百
）
そ
の
他
タ
イ
系
諸
言
語
話
者
に
よ
る
国
家
群
と
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
と
の
具
体
的
な
関
係
と
合
わ
せ
て
、
研
究
が
遅
れ
て
い
る
分

野
で
あ
る
。
日
本
の
高
校
世
界
史
教
科
書
で
も
流
布
し
た
国
家
群
モ

ン
ゴ
ル
の
雲
南
征
服
で
玉
突
き
式
に
タ
イ
族
が
南
下
し
て
国
家
建
設

を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
旧
来
の
像
は
、
タ
イ
語
話
者
の
分
布
の
中
心

が
広
東
～
広
西
一
帯
で
あ
る
こ
と
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
一
度
に
南
下

し
た
の
で
な
く
唐
宋
変
革
期
か
ら
ゆ
る
や
か
に
南
下
し
た
と
見
ら
れ

る
こ
と
な
ど
、
言
語
学
・
民
族
学
の
知
見
に
よ
っ
て
完
全
に
崩
れ
た

の
だ
が
、
さ
り
と
て
タ
イ
系
の
首
長
た
ち
が
モ
ン
ゴ
ル
と
ど
う
関
わ

り
、
そ
の
力
を
ど
う
利
用
し
た
か
は
、
精
査
さ
れ
て
い
る
と
い
う
に

は
ほ
ど
遠
い
状
況
が
続
い
て
い
る（
（1
（

。
農
学
者
た
ち
が
想
像
し
て
き
た

ク
メ
ー
ル
式
灌
漑
農
耕
技
術
の
行
き
詰
ま
り
と
タ
イ
系
の
農
耕
技
術

の
優
越
―
―
む
し
ろ
そ
れ
を
獲
得
し
た
人
々
が
「
タ
イ
族
」
に
な
っ

て
ゆ
く
［O

’Conner, 1995

］
―
―
、
リ
ー
バ
ー
マ
ン
が
想
定
す
る

気
候
変
動
の
影
響
［Buckley and Lieberm

an 2012

］
な
ど
生

態
面
を
含
め
て
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

　
次
に
二
で
も
述
べ
た
が
、
中
国
大
陸
か
ら
来
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
中

国
人
（
華
人
）」
と
ム
ス
リ
ム
を
含
む
様
々
な
「
土
着
民
」
の
問
題

が
あ
げ
ら
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
研
究
で
は
、
中
国
文
化
を
も
身
に

つ
け
て
南
シ
ナ
海
で
活
躍
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ム
ス
リ
ム
集
団
に
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東
南
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
海
域
ア
ジ
ア
交
流
と
一
三
―
一
四
世
紀
の
分
水
嶺
（
桃
木
）

関
す
る
向
正
樹
の
研
究
が
思
い
出
さ
れ
る
。
明
の
馬
歓
の
『
瀛
涯
勝

覧
』
な
ど
鄭
和
の
遠
征
関
係
の
史
料
に
は
、
ジ
ャ
ワ
や
パ
レ
ン
バ
ン

に
中
国
（
広
東
・
漳
泉
）
か
ら
流
寓
し
た
唐
人
が
多
数
居
住
し
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
元
～
明
代
の
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
海
域
の

相
互
作
用
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
文
化
の
形
成
を
重
視
す
る
リ
ー

ド
は
、
鄭
和
艦
隊
の
前
に
現
れ
た
シ
ャ
ム
、
マ
ラ
ッ
カ
、
パ
レ
ン
バ

ン
、
ジ
ャ
ワ
な
ど
諸
勢
力
と
そ
の
動
向
を
、
そ
れ
以
前
に
形
成
さ
れ

た
異
な
る
中
国
系
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
集
団
の
動
き
と
し
て
理
解
す
る
仮

説
を
提
唱
し
て
い
る
［Reid 2010
］。

　
そ
れ
に
も
関
連
す
る
が
、
文
献
史
料
の
乏
し
い
東
南
ア
ジ
ア
で
、

考
古
学
を
中
心
と
す
る
物
と
技
術
の
流
れ
の
解
明
が
大
き
な
役
割
を

果
た
す
点
に
お
い
て
、
こ
の
時
代
も
例
外
で
は
な
い
。
代
表
的
な
貿

易
陶
磁
器
の
例
で
は
、
三
上
次
男
・
長
谷
部
楽
爾
や
青
柳
洋
二
以
来

の
広
域
研
究
と
、
近
年
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
西
野
範
子
、
菊
池
誠
一
、

阿
部
百
合
子
、
タ
イ
で
の
向
井
亙
ら
の
長
期
の
現
地
滞
在
に
も
と
づ

く
新
研
究
に
よ
っ
て
、
港
市
や
窯
址
の
発
掘
や
沈
船
の
情
報
分
析
な

ど
が
進
み
、
中
国
陶
磁
器
と
東
南
ア
ジ
ア
陶
磁
器
の
両
方
に
つ
い
て

次
々
と
新
事
実
が
判
明
し
て
い
る
［
菊
池
・
阿
部
編
二
〇
一
〇
；
向

井
二
〇
一
二
な
ど
］。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
大
越
（
チ
ュ
ー
ダ
ウ
窯

ほ
か
）、シ
ャ
ム
（
シ
ー
サ
ッ
チ
ャ
ナ
ラ
イ
や
ス
コ
ー
タ
イ
）
や
チ
ャ

ン
パ
ー
（
ゴ
ー
サ
イ
ン
窯
）
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
産
の
輸
出
陶
磁
器
が
、

一
四
～
一
五
世
紀
に
一
斉
に
勃
興
す
る
背
景
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る（
（1
（

。
ま
た
三
宅
や
菊
池
・
阿
部
ら
が
ベ
ト
ナ
ム
や
ジ
ャ

ワ
で
展
開
し
て
い
る
出
土
銭
貨
の
研
究
［
三
宅
二
〇
一
八
ほ
か
］
も
、

今
後
が
楽
し
み
な
分
野
で
あ
る
。

四
　
グ
ロ
ー
バ
ル
で
現
代
的
な
課
題

　
最
後
に
、
各
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
史
学
と
地
域
研
究
が
そ
れ
ぞ

れ
鮮
明
に
表
現
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア

（
史
）
研
究
は
一
般
に
、
そ
の
現
代
的
意
義
、
現
実
と
の
緊
張
関
係

を
主
張
し
て
き
た
。
歴
史
の
現
代
性
は
、
現
在
の
日
本
を
含
む
歴
史

教
育
改
革
で
も
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。人
文
学（
特

に
マ
ル
ク
ス
主
義
衰
退
後
の
日
本
の
）
が
一
般
に
唱
え
る
「
現
実
の

相
対
化
」
と
い
う
目
標
と
、
英
米
流
の
市
民
（
主
権
者
）
教
育
＝
政

治
教
育
の
一
環
と
し
て
直
接
に
現
代
性
を
も
つ
歴
史
教
育
と
い
う
考

え
の
間
に
は
懸
隔
が
あ
り
、
そ
の
間
で
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
と

る
か
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
意
見
が
分
か
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ

と
は
さ
て
お
き
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
・
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
研
究
・
教
育

が
現
代
性
を
十
分
主
張
し
う
る
こ
と
は
、
一
で
掲
げ
た
『
市
民
の
た

め
の
世
界
史
』
の
問
い
を
見
て
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
現
代

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、SD

G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
世
界

共
通
の
諸
目
標
）
や
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
観
念

を
常
識
と
し
な
い
研
究
・
教
育
が
世
界
に
通
用
し
な
い
状
況
を
も
生
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み
出
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
強
か
っ
た
、
先
進
的
だ
っ
た
、
世
界

の
中
心
だ
っ
た
」
と
い
う
方
向
の
主
張
だ
け
で
は
許
さ
れ
な
い
こ
と

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
前
提
に
立
て
ば
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
課
題
は
、「
一
三

世
紀
世
界
シ
ス
テ
ム
」［Abu-Lughod 1989

］
と
も
呼
ば
れ
る
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
理
解
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
杉
山
正
明
ら
が
唱
え
た
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
そ
の
も
の

が
一
三
世
紀
の
大
交
流
を
生
み
出
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
中
東
を
重

視
す
る
ア
ブ
ー
＝
ル
ゴ
ド
や
、
宋
代
を
重
視
す
る
中
国
史
研
究
者
な

ど
が
唱
え
る
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
む
し
ろ
当
時
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
産
物
で
あ
り
受
益
者
で
あ
る
の
か
は
、
決
着
済
み
と
は
到
底

言
え
な
い
問
題
だ
ろ
う
。
ま
た
、
か
つ
て
の
「
ス
ー
パ
ー
征
服
者

（
優
れ
た
？
　
残
忍
な
？
）」
像
と
、
現
在
の
多
民
族
・
多
文
化
・
多

宗
教
を
統
合
す
る
多
元
主
義
的
で
機
能
的
な
帝
国
像
―
―
同
様
の
見

方
の
対
立
は
、
ア
メ
リ
カ
「
帝
国
主
義
」
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
も
見

ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
せ
―
―
を
単
純
な
二
者
択
一
の
ま
ま
に
放
置

し
な
い
た
め
に
は
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
で
両
面
か
ら
の
理
解

が
進
ん
で
い
る
よ
う
な
、「
中
心
と
周
辺
の
不
平
等
な
関
係
の
強
要
」

と
「
多
元
的
な
公
共
財
の
提
供
」
を
両
立
さ
せ
る
帝
国
像
、
そ
の
両

方
を
推
進
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
あ
る
土
台

や
背
景
、
た
と
え
ば
軍
事
商
業
帝
国
を
要
求
す
る
諸
勢
力
の
利
益
を

反
映
し
た
行
為
を
実
際
に
行
う
人
や
組
織
）」
と
し
て
の
帝
国
像
を

深
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
他
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
全
世
界
に
利
益
だ
け
を
も
た
ら
す
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。
オ
ア
シ
ス
国
家
や
港
市
国
家
な
ど
、
交
易
・
交
流

に
依
存
す
る
割
合
の
大
き
い
ミ
ニ
国
家
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
積

極
的
に
乗
る
し
か
な
い
の
に
対
し
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
周
縁
部
、
リ
ー

バ
ー
マ
ン
の
い
うprotected zone

（
注
3
）
に
成
立
し
た
中
規
模

国
家
、と
く
に
そ
れ
な
り
の
大
き
さ
の
農
業
基
盤
を
持
つ
国
家
で
は
、

大
文
明
・
世
界
宗
教
の
中
心
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
表
裏
一

体
の
対
抗
意
識
や
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
独
自
の
国
家
意
識
・
文
化
意

識
が
早
期
に
発
達
し
、
そ
れ
ら
が
東
ア
ジ
ア
で
あ
れ
ば
「
小
中
華
」

型
国
家
（
反
対
側
か
ら
見
れ
ば
プ
ロ
ト
国
民
国
家
と
も
言
え
る
）
の

形
成
の
原
動
力
と
な
る
。『
市
民
の
た
め
の
世
界
史
』
の
二
つ
目
の

問
い
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
こ
の
種
の
国
家
が
（
超
大
国
の
「
副
官
」

と
な
る
選
択
肢
も
当
然
あ
る
の
だ
が
）
一
定
の
環
境
下
で
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
し
て
「
主
権
侵
害
」
だ
と
反
発
す
る
の
は
、
あ
る
意
味
当

然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
わ
れ
わ
れ
は
、
国
民
国
家
形
成
が
無
条
件
の

正
義
だ
っ
た
時
代
で
は
な
く
、「
想
像
の
共
同
体
論
」
や
「
構
築
主

義
」
が
常
識
に
な
っ
た
時
代
に
生
き
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
「
侵

略
」
な
い
し
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
押
し
つ
け
」
に
対
す
る
ア
ジ
ア

諸
「
民
族
」
の
抵
抗
と
い
う
図
式
に
安
易
に
乗
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
外
来
文
明
・
文
化

のdom
estication

な
い
しlocalization

の
過
程
を
問
題
に
し
て
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東
南
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
海
域
ア
ジ
ア
交
流
と
一
三
―
一
四
世
紀
の
分
水
嶺
（
桃
木
）

き
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の
衝
突
が
も
た
ら
し
た
結
果
も
あ
り
き
た
り

な
（
も
と
か
ら
あ
っ
た
）
民
族
意
識
の
「
高
揚
」
な
ど
で
な
く
、
モ

ン
ゴ
ル
戦
争
や
対
モ
ン
ゴ
ル
関
係
を
通
じ
た
国
家
構
造
・
意
識
や
エ

ス
ニ
ッ
ク
な
意
識
の
「
形
成
」
な
い
し
「
再
構
築
」
と
し
て
見
直
し

を
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
唐
の
後
継
者
を
自
認
す
る
中
華
世

界
南
部
の
地
方
政
権
」
か
ら
「
漢
代
（
中
華
文
明
の
「
憲
章
国
家
」）

の
再
現
を
意
識
し
た
「
南
の
中
華
帝
国
」
へ
と
大
越
が
変
身
し
た
重

要
な
き
っ
か
け
と
し
て
、モ
ン
ゴ
ル
戦
争
が
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

そ
の
代
表
的
な
例
だ
ろ
う（
（1
（

。

　
も
う
ひ
と
つ
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究

が
農
学
・
生
態
学
と
結
ん
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
例
は
、
当
時
と

し
て
は
珍
し
か
っ
た
が
、
現
代
の
歴
史
学
は
生
態
史
・
環
境
史
（
気

候
変
動
、
伝
染
病
…
）
や
技
術
史
・
科
学
史
と
の
接
点
を
、
も
っ
と

一
般
的
に
広
げ
つ
つ
あ
る
。
理
系
の
高
校
生
が
満
足
に
歴
史
を
学
ば

な
い
状
況
へ
の
対
処
を
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
歴
史
教
育
で
も
、「
文

理
融
合
」
が
有
力
な
い
と
ぐ
ち
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
勃
興
そ
の
も
の
が
、「
中
世
温
暖
期
」

の
終
盤
に
お
い
て
環
境
面
で
の
逆
風
が
吹
き
は
じ
め
た
状
況（
（1
（

の
産
物

で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
、さ
ら
に
追
求
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
一
四
世
紀
の
危
機
」
を
検
討
す
る
際
に
は
、
そ
の
深
刻
さ

だ
け
で
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
輸
出
陶
磁
器
生
産
の
勃
興
を
、
中

国
大
陸
に
お
け
る
青
花
（
染
め
付
け
）
磁
器
の
誕
生
と
同
様
の
、
危

機
（
東
南
ア
ジ
ア
農
耕
社
会
の
危
機
、
中
国
陶
磁
器
生
産
地
の
危

機
、
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
体
の
危
機
…
）
の
中
で
の
創
造
と
と
ら
え

る
よ
う
な
視
点
も
、
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
発
展
や
危
機
を
一
面
的

で
な
く
複
眼
的
に
と
ら
え
る
そ
の
よ
う
な
視
野
か
ら
見
れ
ば
逆
に
、

い
か
に
優
秀
な
シ
ス
テ
ム
も
万
能
・
永
遠
で
は
な
い
、
む
し
ろ
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
も
つ
、
普
遍
性
・
発
展
性
の
一
方

で
の
自
己
破
壊
性
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
方
が
で

き
る
だ
ろ
う
。「
一
四
世
紀
の
危
機
」
は
気
候
変
動
が
も
っ
と
も
大

き
な
背
景
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
危
機
を
あ
そ
こ
ま
で
大
き
く
し
た
の

は
、
伝
染
病
の
迅
速
な
広
が
り
を
可
能
に
し
た
交
通
網
の
発
達
と
人

の
往
来
の
増
加
、
環
境
危
機
を
増
幅
し
た
「
好
景
気
の
も
と
で
の
人

口
増
・
商
工
業
発
展
に
よ
る
森
林
破
壊
」
な
ど
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期

に
実
現
し
た
諸
条
件
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
は
難
し
い
（
社
会

科
学
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
の
検
討
も
や
は
り
必
要
だ
ろ
う
）。
そ
の

意
味
で
「
一
四
世
紀
の
危
機
」
が
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
帰
結
で
あ
る
こ

と
は
、
一
九
二
九
年
世
界
恐
慌
が
一
九
世
紀
以
来
の
世
界
の
一
体
化

と
ア
メ
リ
カ
型
大
衆
消
費
社
会
の
帰
結
だ
っ
た
の
と
同
じ
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
う
し
た
問
題
も
含
め
て
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
モ
ン
ゴ
ル
時
代

の
研
究
は
、
現
代
世
界
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
魅

力
を
放
ち
つ
づ
け
て
い
る
と
言
え
る
。
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

註（１
）
や
や
古
く
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
池
端
雪
浦
ほ
か
編『
岩

波
講
座
東
南
ア
ジ
ア
史
』（
全
八
巻
＋
別
巻
、
二
〇
〇
一
―
三
年
。
モ

ン
ゴ
ル
時
代
は
第
2
巻［
石
澤
編
二
〇
〇
一
］）
の
ほ
か
、『
新
版
東
南

ア
ジ
ア
を
知
る
事
典
』［
桃
木
至
朗
ほ
か
編
二
〇
〇
八
］
な
ど
が
基

本
文
献
と
し
て
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
研
究
の

枠
組
み
が
違
う
た
め
他
地
域
の
専
門
家
に
わ
か
り
に
く
い
東
南
ア
ジ

ア
史
の
、
理
解
す
る
た
め
の
手
引
き
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会

（
二
〇
〇
六
年
に
東
南
ア
ジ
ア
学
会
に
改
称
）
の
四
〇
年
の
歩
み
を
紹

介
し
た
書
物［
東
南
ア
ジ
ア
学
会
監
修
二
〇
〇
九
］
や
、
拙
著［
桃
木

二
〇
〇
一
、二
〇
〇
九
ａ
：
第
二
部
］
も
役
に
立
つ
は
ず
で
あ
る
。

（
２
）
海
域
ア
ジ
ア
史
研
究
の
整
理
［
桃
木
・
山
内
・
藤
田
・
蓮
田

編
二
〇
〇
八
］
や
一
四
世
紀
東
ア
ジ
ア
海
域
の
概
観［
羽
田
編

二
〇
一
三
］
の
ほ
か
、
東
南
ア
ジ
ア
海
域
史
と
東
北
ア
ジ
ア
海
域
史

の
比
較
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
拙
稿［
桃
木
二
〇
〇
六
］
も
一
部

参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）「
世
界
史
」
や「
グ
ロ
ー
バ
リ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
に
関
す
る
論
考
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
筆
者
の
理
解
と
評
価
は
、
一
九
世
紀
以
来

の
枠
組
み
と
理
論
に
つ
い
て
概
観
し
た『
世
界
史
叢
書
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
）
の
総
論［
世
界
史
叢
書
編
集
委
員
会
二
〇
一
六
］
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。
な
お
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

と
し
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
を
中
心
に
西
暦
八
〇
〇
年
前
後
か

ら
一
八
三
〇
年
ま
で
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
各
地
の
政
治
・
軍
事
と
文
化
や

経
済
の「
循
環
的
か
つ
線
的
な
統
合
強
化
」
が
も
つ
共
時
性
を
、
気

候
変
動
や
伝
染
病
な
ど
の
新
し
い
要
素
に
も
着
目
し
な
が
ら
比
較
し

た
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ル
マ
史
家
リ
ー
バ
ー
マ
ン
のStrange Parallels  

[Lieberm
an 2003, 2009]

が
英
語
圏
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る（
中
国

語
訳
も
進
行
中
）。
彼
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
内
陸
ア
ジ
ア
遊
牧
民
の
恒
常

的
な
影
響
下
に
あ
るexposed zone

と
モ
ン
ゴ
ル
時
代
以
外
は
ほ
と

ん
ど
侵
攻
を
受
け
な
か
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
・
日
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど

のprotected zone

に
分
け
、
前
者
で
早
期
の
文
明
・
国
家
形
成
や
多

元
的
な
広
域
帝
国
の
発
達
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
後
者
で
は
前
者

か
ら
の
影
響
下
に
遅
れ
て
文
明
・
国
家
形
成
が
お
こ
っ
た
が
、
そ
こ

で
は
中
規
模
で
政
治
統
合
や（
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
）文
化
統
合
の
密
度
が
濃

い
国
家（
よ
り
容
易
に
近
代
国
民
国
家
の
基
盤
と
な
り
う
る
）が
発
展
し

た
と
唱
え
て
お
り
、
前
者
に
お
い
て
遊
牧
民
の
軍
事
力
と
統
治
能
力
が

多
元
的
広
域
帝
国
に
プ
ラ
ス
に
働
い
た
と
見
る
点
で
、
わ
れ
わ
れ
の
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
中
国
史
と
親
和
性
を
も
つ
。

（
４
）
内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
で
今
回
の
内
容
に
関

連
す
る
コ
メ
ン
ト
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
あ
る［
桃
木
二
〇
一
〇
］。

（
５
）
各
国
史
と
は
別
の
東
南
ア
ジ
ア
史
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
は
、
拙

論［
桃
木
二
〇
〇
九
ｂ
］
で
簡
単
に
ま
と
め
た
。

（
６
）
こ
の
あ
た
り
の
学
説
史
に
つ
い
て
は
、
拙
著［
桃
木
二
〇
一
一
］
で

も
整
理
し
た
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
７
）
た
だ
し
リ
ー
バ
ー
マ
ン
は
、
も
と
も
と
一
四
世
紀
に
各
国
家
が

解
体
す
る
と
言
っ
て
い
た
の
を
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
体
を
比
較
し
た

S
trange P

arallels

第
二
巻（
二
〇
〇
九
年
）
で
は
一
二
四
〇

-

一
四
五
〇
年
の
間
に
す
べ
て
解
体
す
る
と
幅
を
広
げ
た
。
そ
れ
は
、

た
と
え
ば
チ
ャ
ン
パ
ー
や
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト（
ジ
ャ
ワ
）
で
は
む
し
ろ

一
四
世
紀
半
ば
～
後
半
に
全
盛
期
が
来
る［W

hitm
ore 2011

な
ど
］

よ
う
な
タ
イ
ム
ラ
グ
を
、
す
べ
て
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
。

（
８
）
ビ
ル
マ
・
パ
ガ
ン
王
朝
の
滅
亡
に
つ
い
て
も
、
ア
ウ
ン
・
ト
ゥ
イ
ン

［Aung-Thw
in 1985

ほ
か
］
ら
が
唱
え
た
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依

存
す
る
王
権
の
弱
体
化
、
そ
れ
に
リ
ー
バ
ー
マ
ン
が
強
調
す
る
気
候
変
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嶺
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動
の
影
響（
熱
帯
に
位
置
す
る
東
南
ア
ジ
ア
で
は
地
球
寒
冷
化
そ
の
も

の
は
大
き
な
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
伴
う
夏
季
の
イ
ン
ド
洋
モ

ン
ス
ー
ン
の
弱
ま
り
が
、
南
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部

に
も
打
撃
を
与
え
る
）
な
ど
の
説
明
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
元
朝

の
出
兵
そ
の
も
の
は
滅
亡
の
直
接
の
き
っ
か
け
と
し
か
見
な
さ
れ
な
い
。

（
９
）
大
越
の
抗
戦
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
に
ハ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
タ

ン
と
フ
ァ
ム
・
テ
ィ
・
タ
ム
の
有
名
な
著
書
が
あ
り［H

à V
ăn Tấn - 

Phạm
 Thị Tâm

 1975
］、
大
越
陳
朝
の
国
内
状
況
に
つ
い
て
も
詳
し

い
の
で
、
そ
の
点
に
踏
み
込
ま
な
い
山
本
の
研
究
と
相
互
補
完
的
で

あ
る
。
チ
ャ
ン
パ
ー
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
学
界
で
共
有
さ
れ
た
多

数
の
地
方
政
権
の
連
合
体
と
い
う
像［Trần K

ỳ Phương and Bruce 
M

. Lockhart (eds.) 2011

ほ
か
］
を
も
と
に
、
ド
ー
・
チ
ュ
オ
ン
・

ザ
ン
が
対
モ
ン
ゴ
ル
戦
争
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
提
唱
し
て
い
る

[ Đ
ỗ Trường G

iang 2019]

。

（
10
）
一
九
八
〇
年
代
に
残
本
が
再
刊
さ
れ
て
注
目
さ
れ
た『
大
徳
南
海
史
』

（
一
三
〇
四
年
に
成
っ
た
広
東
の
地
方
志
）
で
は
、「
諸
蕃
国
」
条
に

見
ら
れ
る「
Ａ
国
管
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
国
」
と
い
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

統
属
関
係
の
記
載
法
、
そ
の
う
ち
島
嶼
部
の
記
載
に
見
ら
れ
る「
小
西

洋
」「
小
東
洋
」「
大
東
洋
」
の
海
域
区
分（
た
と
え
ば「
闍
婆
国
管
大

東
洋
」
と
し
た
う
え
で
管
下
の
十
六
国
を
列
挙
す
る
）、
大
陸
部
で
は

「
暹
国
」
の
管
下
で
別
に
現
れ
る「
速
孤
底
」（
後
者
が
ス
コ
ー
タ
イ
な

ら
暹
は
通
説
の
ス
コ
ー
タ
イ
で
な
く
ア
ユ
タ
ヤ
か
？
）
な
ど
複
数
の

問
題
が
注
目
さ
れ
た
。
た
だ
し
そ
の
統
属
関
係（
地
域
ご
と
に
中
心
と

な
る「
都
会
」
を
あ
げ
た
り
主
要
国
の「
属
国
」
を
列
挙
す
る『
嶺
外
代

答
』『
諸
蕃
志
』
な
ど
の
南
宋
資
料
の
記
載
法
と
関
係
あ
る
か
）
や
列

挙
さ
れ
た
国
名
が
す
べ
て
大
徳
年
間（
一
二
九
七-

一
三
〇
七
年
間
）

の
実
情
を
反
映
し
て
い
る
と
断
定
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
、
検
討
を

要
す
る
点
が
多
く
、
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
の
状
況
を
復
元
す
る
た
め

に
安
易
に
使
用
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い［
桃
木
一
九
九
九
］。

（
11
）
管
見
の
限
り
、
タ
イ
族
諸
政
権
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
関
係
の
具
体
像

の
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
日
本
で
は「
シ
ャ
ン
文
化
圏
」

に
関
す
る
論
集［
新
谷
編
一
九
九
八
］
が
初
期
タ
イ
族
諸
政
権
を
扱
う

石
井
米
雄
、
飯
島
明
子
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
ス
の
論
文
を

収
め
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の
関
係
に
は
触
れ
な
い
。
英
語
圏
で
も
元

と「
八
百
熄
婦
」
と
の
交
渉
の
経
過
を
な
ぞ
る
以
上
の
研
究
は
な
い
よ

う
に
見
え
る[ G

rabow
sky 2010]

。

（
12
）
ウ
ェ
イ
ド［W

ade 2009

］
が
宋
代
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
陶
器
の
貿
易
な

ど
を「
初
期
貿
易
の
時
代
」
の
証
拠
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
が
、
そ
の

規
模
や
流
通
範
囲
は
、
一
三
世
紀
ま
で
の
大
越
陶
器
の
輸
出
と
同
様

に
大
き
な
も
の
で
は
な
い
と
見
ら
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
本
格
的
な

貿
易
陶
磁
器
生
産
の
時
代
は
、
本
文
で
述
べ
た
大
越
・
シ
ャ
ム
や
チ
ャ

ン
パ
ー
の
諸
窯
が
稼
働
す
る
一
四
～
一
五
世
紀
以
降
の
こ
と
と
考
え

る
。
一
般
に
東
南
ア
ジ
ア
陶
磁
器
の
輸
出
が
明
初
の
海
禁
に
よ
る
中

国
陶
磁
器
輸
出
の
停
滞
を
利
用
し
て
増
加
し
た
こ
と（M

ing gap

）

が
強
調
さ
れ
る
が［
英
語
圏
のB

row
n 2010

も
］、
生
産
そ
の
も
の

が
恐
ら
く
一
四
世
紀
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

（
13
）
ジ
ャ
ワ
を
含
む
東
・
東
南
ア
ジ
ア
小
帝
国
の
大
文
明
と
の
向
き
合

い
方
お
よ
び
国
家
・
文
化
意
識
の
比
較
は［
桃
木
二
〇
〇
九
：
二
〇
一

-

二
一
一
］、
日
本
・
朝
鮮
半
島
・
ベ
ト
ナ
ム
の
比
較
は［
三
谷
・
李
・
桃

木
二
〇
一
六
］
な
ど
が
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
家
意
識
の
変
化
に
つ

い
て
は［
桃
木
二
〇
一
一
：
序
章
、
第
四
章
］
で
も
論
じ
た
。

（
14
）
た
と
え
ば
南
宋
代
に
東
南
中
国
沿
海
部
で
進
ん
だ
森
林
破
壊
に
つ
い

て
の
岡
元
司
の
研
究［
岡
二
〇
一
二
：
第
四
部
］
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
る
。

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
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